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2011 年度チャレンジファンド応募に向けて、5 月 10 日に「企画書講座」を開講しました。 

講師：特定非営利活動法人 地域の未来・志援センター 北村政智氏 

 

チャレンジファンド

とは、学生が自ら率先

して活動し成長して

いくプロセスをＣＣ

Ｃが応援する仕組み

です。活動資金の援助

や交流の場の提供な

どを通して、学生の社

会貢献活動を支援し

ています。 

このたび東日本大震災により被災された皆様に、心よりお見舞申し上げます。 

一日も早く復旧されますよう、また、たくさんの笑顔が戻りますようお祈り申し上げます。 

参加学生の声 

5W1H を使ったフレーム作りを教え

てもらいました。内容が〈募集要項〉に

適しているかなど、事業実施者の気持ち

になって書くことを学びました。参加し

てよかったです。 

 

文学部英文学科３年 荒木みずほさん 

チャレンジファンド 2011 年度助成団体は、次号コラボ通信にてお知らせします☆ 

うちわ＆マイ箸袋作りブース 
ビジネス学部３年 藤垣佳代子さん 

今回、全員で意見を出し合い、協

力できたことが良かったと思いま

す。活動を通して、環境について

考えること、堀川のことを知るこ

とができました。 

 反省点は、うちわが足りなくなっ

たことです。自分たちも持ち寄っ

て、もっとたくさん用意すべきだ

ったと思いました。 

 

 

『5 月 15 日 愛知淑徳大学 Day☆』に、 
以下 6 団体約 70 名の学生が参加しました。 

学生自主企画 うちわ＆マイ箸袋作り 

エコのつぼみ 間伐材でのマイ箸作り 

堀川Ｃ３ 堀川写真館 

Vegy-Gaga 南信州規格外野菜を利用してのスイーツ試食会 

長久手キャンパス学祭実行委員会 押し花しおり作り 

星が丘キャンパス学祭実行委員会 エコブーメランの的当てゲーム 

 

 

 

 

 

地域に根ざし、世界に開く 

＊＊＊堀川フラワーフェスティバルとは＊＊＊ 
名古屋の中心を流れる「堀川」を手作り花バスケットで

飾り、都心のオアシスにしちゃうイベントです。みんな

で堀川を元気にしたい!!という想いのもと行っています。 

報告 

＊＊＊目次＊＊＊ 
 

P.1 堀川フラワーフェスティバル活動報告 

チャレンジファンドＮＯＷ 

P.2 震災支援・ボランティア活動報告 

P.3 今号の特集（介助犬） 

シリーズ☆ＣＣＣ運営委員会先生紹介 

P.4 新学生スタッフのご紹介 

＊＊＊CCC とは＊＊＊ 
CCC（コミュニティ・コラボレーションセンター）と

は、学生が学外で生きた学びを得られるように支援する教

育機関です。地域、社会、世界の人々と出会い、協働する

ことで、大学で学んだ知識を活きたものにしていけるよう

にサポートしています。これまでに、多くの学生がＣＣＣ

を通して、地域に飛び出し、ＮＰＯや市民団体、企業など

と連携して共に活動しています。 
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本学は愛知や地元でできる支援活動に取り組みたいと考えています。今後の復興には長期的な支援が必要に

なります。関心を失わず、まずは、身近でできることに取り組んでいきましょう。 

~Letter from Community~ 
名古屋市千種児童館 浅田様より 

こんにちは。愛知淑徳大学の学生ボランティアさんにはいつもお世話になっています。行事を手伝ってもら

えてとっても助かっています。子ども達もお兄さん、お姉さんと一緒に時間を過ごすことが大好きで、行事が

終わった後で、「あのお姉さんはまた来る？」と聞かれることがしばしばあります。 

ボランティアに来て下さる学生さんにお願いしたいことがあります。それは、慣れない場所で消極的になり

がちですが、「なにかやることありますか？」と自分から進んで行動してほしいということです。もう一つは、

ボランティアも来館者は「児童館の人」として見ているので、節度ある行動をしてほしいということです。 

児童館は学生ボランティアさんの活躍に期待していますので、今後ともどうぞよろしくお願いします。 

「県外避難の方々との交流会」 

 東日本大震災で被災し、名古屋市内に避難してきた家族ら

との交流会が 5 月 15 日（日）、千種区本山のコープあいち

で行われました。この交流会に、６名の学生が参加し、東北

名物の南部せんべいを焼いたり、子どもたちとバルーンアー

トをしたり、参加者との楽しい時間を過ごしていました。 

「愛知淑徳大学たすけあい基金」報告 
募金に協力してくださった皆様、ありがとうございました。 

4 月 25 日の時点で 1,448,716 円のご厚意が寄せられました。その後、
支援先の打ち合わせを重ね、4 月 22 日に第一段階として、25 万円を
日本赤十字社に寄付しました。学生を代表して、医療福祉学部３年の小
島淳希さんと加藤律穂さんが日本赤十字社愛知支部に義捐金をお届けし
ました。 

「考えよう 今わたしたちにできること」-震災支援意見交換会- 

活動をしている学生も、これから何かを始めたいと考えている学生

も一緒に「今わたしたちにできること」について話し合い、支援につ

いて考える意見交換会を行いました。今後も「今わたしたちにできる

こと」を考えて取り組んでいきます。ぜひＣＣＣで一緒にこれからの

支援方法について考えてみませんか？ 

交流文化学部２年 小松双葉さん 

当日子どもたちとは、模擬店の準備や販売をしたり、主に子どもボランティアの

サポートをしました。私は竹パン担当で、子どもたちと一緒にパンを解凍したり、

パンを巻き付ける作業をしたのですが、すぐに解凍できなかったり、なかなか上手

く竹にパンを巻き付けられなかったり、皆格闘していました。その時、子どもたち

は自分なりに工夫しながら、頑張っている姿には感心しました。終わりには、私よ

り上手くパンを巻きつけていました。みんな、店を出しているんだ!!と自覚している

のか、終始一生懸命で、また楽しそうで、私自身も一緒に楽しんでいました♪ 

また、子どもたちとの交流の他に、中学生、高校生ボランティアやスタッフさん、

地元の人などたくさんの出会いがあり、いい刺激を受けました。皆、とても明るく

て優しくて、帰る時にはすっかり心が温まっていました。この経験は、人に優しく

しなきゃ!!と思わせてくれたいい機会になりました。できればまた、参加したいと思

います!! 

5 月 5 日 『千種児童館

こどもまつり』に 6 名の

学生が参加しました！ 

報告 

報告 

竹パン作りの様子 
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                            Vol.1ブイ チ トルン先生（ＣＣＣセンター長・文化創造学部 学部長） 

 

 

 

 

 

        

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブイ先生が大学時代に夢中になったこと（現在に繋がっていること）は何ですか？ 

私は留学のため 19 歳のときに来日しました。その頃は一所懸命に日本 

の文化・社会事情を吸収したく書籍や新聞をたくさん読みました。さらに急 

行列車や路線バスでの国内旅行をし、旅先に数多くの人たちと交流により各 

地情報の入手と同時に日本語会話能力も高められました。体感することの素 

晴らしさが身に浸みています。今も史跡巟りなど各地の市場をぶらりと廻る 

ことが好きです。 

学生への一言♪ 

CCC 活動に関心のある学生が多くいると思います。「思いから活動まで」 

は時々長い距離であり、しかし「実感」というものは行動を通してしか得ら 

れません。一歩踏み込んで多くの「実感」を体得し人間性を豊かにすること 

が CCC スタッフ一同の念願です。 

6 月 30日（木）5限 

星が丘ＣＣＣにて 

介助犬デモンスト

レーションがあり

ます♪ 

（参加自由）  

文化創造学部多元文化専攻４年 伊藤菜文さん 林佳苗さん 

以前参加していた障がいを持つ方々との関わりのあるボランティア

活動を通し、もっとそういった方の役に立ちたく、自分達で何か新しい

取組みをしたいと考えていました。介助犬センターを見学させてもらう

機会があったので、ワンちゃんなら子ども達でも親しみやすいし、たく

さんの人に介助犬を広めていくと同時に、体の丌自由な方の暮らしやす

い環境をつくっていきたいと思い、このような活動をしています。 

5 月 14 日 

『介助犬フェスティバル』に

29 名の学生が参加しました！ 

介助犬デモンストレーションの様子 

介助犬クイールの原作者のみなさんと 

   （介助犬フェスティバルにて） 

ｼﾘｰｽﾞ 

１９歳の頃のブイ先生 
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 長久手キャンパス 星が丘キャンパス 

利用時間 9：00～18：30 （授業日以外 9:00～17:00） 

場所 アクティブラーニングスタジオ内 5号館 1階 

連絡先 0561-62-4111 052-781-1151 

E-mail asccc@asu.aasa.ac.jp 

＊＊＊学生スタッフとは＊＊＊ 
同じ大学生として、皆さんの活動をサポートするスタッフです☆ 
その他にも、チラシを作ったり、CCCの企画のお手伝いをしたりしています。 
皆さんと同じ立場であるため、気持ちが分かり合えると思います。 
ぜひお気軽に足を運んで来てください♪ 

2011 年度 長久手学生スタッフ 

高木祐太（スポーツ・健康医科学科 2年） 

羽田野有紀（スポーツ・健康医科学科 2年） 

宇井千佳子（医療貢献学科 3年） 

上田愛実（医療貢献学科 3 年） 

井口真惟子（福祉貢献学科 4年） 

早川愛弓（図書館情報学科 3年） 

青木陽介（国文学科 4年） 

加藤舞美（教育学研究科 2 年） 

計 8人です☆ 

2011年度 星が丘学生スタッフ 

加藤エリカ（交流文化学科 2 年） 

塩崎未来（交流文化学科 2年） 

臼井早紀（交流文化学科 2年） 

永草修司（交流文化学科 2年） 

村井雄美（ビジネス学科 3年） 

中田早紀（多元文化専攻 4年） 

宮西真以（表現文化専攻 4年） 

計 7 人です☆ 

編集後記 

いよいよ新学期が始まりました！1年生の皆さんは、そ

ろそろ授業の長さに慣れてきた頃でしょうか。学スタの

新メンバーも無事決まったので、お気軽に遊びに来てく

ださい☆ 

コラボ通信編集担当：宮西真以（表現文化専攻４年） 


